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  『教職入門』実践報告 
―学生からの質問を授業に生かす 
 小田 博一  
（南山大学教職センター） 
要  旨 
『教職入門』の授業終了後に学生が提出するリアクションペーパーに書かれた主な質問
についてまとめ、授業改善に生かすために考察した。質問からは学生が教職の現実に真剣
に向かい合い、自分の進路と教職像を模索する様子が分かる。学生が教職について何を考
えているかを理解することで、教えたい事と学びたい事とのすき間を少しでも埋めること
ができる。 
はじめに 
 『教職入門』は１年次に履修が指定されており、教職課程において最初に学ぶ科目であ
る。授業では、リアクションペーパーに、①毎回のテーマに関する設問についての自分の
考え、②授業への感想、③よく分からないこと、知りたいこと、について記入することに
なっている。③については教職に関連があることならどんな質問でもよい。そのため、教
職に関する多様な問題や自分自身への問いかけが出され、教職について考えていることが
よく分かる。質問には、次回の授業で配布する資料の中で回答する。 
この方法を５年前から続け、質問の傾向を意識して授業内容を考慮しているが、それで
も、毎年同じ傾向の質問が現れる。  
本稿では学生からの主な質問をまとめ、学生の疑問や悩みに丁寧に対応できるよう授業
をするために留意点を考えてみた。 
Ⅰ 本学における教職科目『教職入門』の指導内容 
この授業は講義形式で行い、講義レジュメとほぼ同内容のパワーポイントを用いた説明
をしている。授業の到達目標は次のとおりである。 
① どのような教師が求められているか、採用試験の実際を理解する。
② 教員の給与・勤務条件と、教員の心構えについて理解する。
③ 教育基本法と関係法令、学校の管理と運営について理解する。
④ 最近の生徒の特徴について理解する。
⑤ 学習指導、生徒指導、進路指導・キャリア教育などについて理解する。
これをもとにした授業内容と、質問件数は次のとおりである。（  ）内は、授業内容と
直接に関係する質問件数を示す。履修学生数は 2016年秋学期 91人。 
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第 1回 教職の特色と魅力 28（24） 
第 2回 教員採用試験と教員に必要な資質・能力 68（58） 
第 3回 教員の身分保障、給与、勤務条件 57（47） 
第 4回 学校の管理運営と教員の役割 43(33) 
第 5回 学校教育制度と教員養成 27（25） 
第 6回 最近の子どもたちの状況 27（25） 
第 7回 生徒指導が直面する課題と教育相談 36（29） 
第 8回 進路指導とキャリア教育 23（18） 
第 9回 学習指導と教育評価 21（17） 
第 10回 「ゆとり教育」の始まりと修正 24（18） 
第 11回 現行の学習指導要領を理解する 26（22） 
第 12回 特別活動と学級/ホームルーム担任の仕事、部活動と補習 23（16） 
第 13回 教育基本法と関係法令の改正 21（14） 
第 14回 教員の倫理・研修・義務 27（21） 
第 15回 学びの場の個性化と多様化 ＊最後なので質問を受け付けなかった。 
第 1 回から第 5 回までにおいて質問数が他よりも多いのは、授業を通じてそれまで知る
ことのなかった教職の内側に触れ、職業選択に生かそうとしているからではないか。 
Ⅱ 学生の質問の傾向と授業改善への考察 
 教職の職業としての特徴について学生の関心が高いことから、授業の中でも第１回から
第 5回までの主な質問とその傾向についてまとめ、授業改善への考察を加える。 
１ 第 1回 教職の特色と魅力 
授業内容 本科目の授業計画、本学の教職課程の概要、教職の役割・特色・魅力
学生から
の主な質
問事項 
・取得すべき教員免許の種類（教科、学校種）
・教育実習の実際、介護等体験の意義
・教員採用試験の準備と大学院進学・民間企業就活との兼ね合い
・教職課程履修者数と教職員免許取得者数
・教員の長時間労働の実態と教員に求められる資質
・部活動への関わり
・海外留学と教職課程履修の兼ね合い
質問・回
答の例 
質問：教員の仕事は忙しく、ノイローゼになるほど大変なのか。子育てと 
の両立は他の職種と比べてどうか。 
回答：精神疾患になって休職する教員の割合は全国の公立学校教員の 0.5%
程度で、休職１年後に約 4割が復帰している。子育て支援では、最
長３年の育児休業制度と復帰後の育児短時間勤務制度があり、民間
企業よりも手厚い。出産、育児をきっかけに退職した例は聞かない。 
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考  察 〇質問の傾向として、第 1回では教職課程の全体像と教員採用試験までの
プロセスに関するものが多い。早くも教員採用試験への準備や教員とな
るための資質についての質問も出てくる。また、海外留学を３年後半に
考えている学生にとって、教職課程との兼ね合いについての心配もうか
がえる。さらに、現在話題になっている教員の長時間勤務についても関
心は高い。 
〇授業では、この「教職入門」が「教職課程入門」の役割も果たしている
ことを意識して、教職課程と免許取得までの４年間の流れを説明してい
る。また、海外留学との兼ね合いについては、先輩たちの対処方法につ
いて紹介している。 
〇今後の課題として、教職のやりがいと魅力、難しい場面への対処方法に
ついて理解させ、苦労は多いがそれによって教師の実践力や専門性が向
上していくことを気づかせることが大切である。 
２ 第 2回 教員採用試験と教員に必要な資質・能力 
授業内容 愛知県公立学校教員採用試験、私学教員適性検査、東海地方の各県が求め
る教員像
主な質問
事項 
・教員採用試験の難易度、実施方法・内容
・自分に教員の適性があるか
・教員採用試験への準備、民間企業就活との兼ね合い
・教員採用につながる資格・ボランティア活動・サークル活動
・常勤講師と非常勤講師の勤務条件の実態
・採用後の配置はどのように行われるか
・私立学校から公立学校へ移る可能性
質問・回
答の例 
質問：採用試験の準備はいつから始めるとよいか。公立・私立とも採用試
験は日程が違えばいくつでも受験できるのか。採用試験で有利な資
格・ボランティア活動・サークル活動はあるのか。 
回答：小論文・面接は３年次の秋から受験対策サークルが活動を始めてい
るので参加が望ましい。公立・私立とも日程の許す限り受験し、他
府県の試験も掛け持ちする例が多い。英語教員の採用では英検１
級、TOEIC860 点（愛知県で実技試験免除の場合の条件）を目標と
するとよい。各市教委が開催する各種の学校ボランティアの経験が
役に立つ。今やボランティア活動を通じて子どもや人と交流する経
験は教員を目指す者には欠かせない。 
考  察 〇質問の傾向として、教員採用試験と民間企業就活との間で職業選択をど
うするか悩むということが多い。そのための判断材料を求めている。 
〇授業では、東海地方での教員採用試験の状況、どのような準備をすれば
よいかなど、採用に向けての目途を立てられるよう情報提供している。
3
とくに、先輩たちの対処の仕方を紹介し、少し時間をかけて考えるよう
に指導している。また、採用試験で不合格になった場合に常勤講師や非
常勤講師を探す方法、その場合の勤務条件、その後の採用試験への取組
み方法などについて具体的に説明している。 
〇今後の課題として、2017 年度から 4 年次の 6 月前半において、教育実
習と民間企業の採用選考が重なるので、教職を強く志望する者としてど
のように対処すればいいのか、より具体的に助言する必要がある。 
3 第 3回 教員の身分保障、給与、勤務条件 
授業内容 教員の身分保障、教員の給与・勤務条件、残業の実態
主な質問
事項 
・教員の給与の実態
部活動手当の実態、主任手当、私立と公立の給与の違い、退職金、交
通費、1種免許と専修免許による給与の違い、管理職の給与、民間企
業から教員になった場合の給与 
・夏休みなど長期休業中の教員の勤務の実態
・休暇の取得（年休などの消化）の実態
・職員団体（教職員組合）の状況
・免職になるのはどのような場合か
・管理職試験、女性の管理職登用の状況
・民間企業から教員になった者の割合、その待遇
・人事異動の実態
・職場での人間関係、教員同士の結婚の実情
質問・回
答の例 
質問：給与の差はどのような点で生まれるのか。 
回答：給与の差は年齢・経験年数によるので、典型的な年功賃金の給与体
系である。能力や業績についての査定は実質的にはない。各種手当
は、家族・住居の事情によって異なる。 
考  察 〇質問の傾向として、給与・各種手当、人事異動に関する詳細で具体的な
事項が多い。給与水準についての不足は感じないが、残業手当がなく休
日出勤もあることへの違和感は残る。人事異動の実情に関連して、県内
の遠隔地への勤務に伴う転居費用・住居費の質問もある。 
〇授業では、給与の実態について愛知県の教員給与平均を年代別に示し、
地方公務員よりも優遇されていると説明している。各種手当、人事異動
の実際についてかなり詳しく紹介している。 
〇今後の課題として、給与や人事異動について民間企業の実態と比較しな
がら、教員としてのキャリアプラン、人生設計が見通せるような指導が
必要である。給与や休暇制度は職業選択のうえで大事な観点となるの
で、細かな質問にも丁寧に答えることが大事である。 
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4  第 4回 学校の管理運営と教員の役割 
授業内容 学校の管理権、教育委員会と公立学校、学校法人と私立学校、学校の管理
と組織、校務分掌と職務内容、学校の意思決定と職員会議、学校評価と教
員人事
主な質問
事項 
・教員の事務の事務職員による代替の可能性
・教師の残業の主な内容
・外部の部活動指導員を増やす可能性
・職員会議の運営や議論の実際
・カリキュラム委員会など各種委員会の機能状況。
・一般教員と教育委員会との接点や具体的な関係
・教員人事の具体的な決定方法、異動希望の出し方
・私立学校での教員人事の在り方
・勤務校決定への出身大学の影響
・校長と一般教員との意思疎通と円滑な学校運営
・校長の職務内容、校長と教頭の忙しさの違い
質問・回
答の例 
質問：教員の残業や事務負担を軽減するために、部活動指導員や事務職員
が増える可能性はあるか。 
回答：平成 27 年に中央教育審議会が「チーム学校」を提唱し、部活動指
導員の配置、教員を支援する事務職員を増やすことが方針化され
た。今後は「次世代の学校」という枠組みの下で、教員の負担軽減
のための施策が出される。 
考  察 〇質問の傾向として、教育指導以外の事務的な業務や学校運営の実際に関
するものが多い。教員が事務的な仕事をすること自体への疑問もある。 
〇授業では、校務分掌とくに学校運営の仕事をとおして、教員が学校運営
に参加し、主任を中心として学校を動かす意義について説明している。 
〇今後の課題として、国の施策により教員の負担が軽減されようとしてい
ること、そのためには事務職員や他の専門スタッフとの協働、保護者・
地域との連携が一層求められることを理解させる必要がある。それと同
時に、教員の仕事は多忙なだけでなく、実際には自己裁量の余地が多く、
自分の創意工夫が生かされる充実した職業であることを伝えたい。 
5 第 5回 学校教育制度と教員養成 
授業内容 日本の学校教育の始まり、師範学校の教育、大正自由主義教育、国民学校
と教員養成、戦後の教育と教員養成、教員免許法の改正と免許更新制度
主な質問
事項 
・戦前の教育と戦後の教育との相違点と共通点
・戦前の生活綴り方運動への抑圧などの実態
・戦前の無資格教員の実態
・戦前の盲学校・聾学校の教員の育成
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・戦前と現在の教師の力量の違い
・戦前・戦中の教育を担った教師の責任
・戦後、教師の社会的地位が高くなった時期・要因
・戦後、学校制度が単線型になった理由
・免許更新講習の実際
・免許更新を怠った場合の対処方法
質問・回
答の例 
質問：軍国主義の教育を担った教師たちは、戦後に責任を問われたのか。
戦後教育への転換は円滑に進んだのか。 
回答：教師たちの「戦争責任」は問われなかったが、終戦時に教育の方向
が変わるとき、子どもたちに謝罪した教師がいたと聞く。戦後は、
中学校の義務教育化による施設や教員の確保には困難があった。 
考  察 〇質問の傾向として、戦前戦後を通じた教職の意義に関するもの、教育の
使命が国家や時代によって異なることに関するものが多い。 
〇授業では、戦前も戦後も時代の要請は異なっても公教育の担い手として
の教員の使命や役割は重要であることを説明している。 
〇今後の課題として、1970 年代に教員の待遇改善が進められてから、教
員は人気のある職業になったが、近年、教員の資質向上と働き方改革が
課題になっていることを理解させる必要がある。 
Ⅲ 全体として見た学生の関心の所在と授業の改善 
 講義全体を通して見られる学生の関心の高い課題として、いじめへの対処、次いで部活
動の指導があるが、履修する学生の過半数が女性であることからワークライフバランス、
教職と家庭との両立についての関心が高い。これは職業選択にかかわる問題である。 
 教職が今後とも魅力ある職業として認識されるよう、「次世代の学校指導体制」（2016年）
など国と地方における各種施策の進展を学生に伝えその動向を注目していきたい。 
おわりに 
 教職科目『教職入門』は、教職と教職課程への心構えをつくるうえで大きな役割を果た
している。学生たちの率直な疑問に答えることで、教職の実態と魅力に注目し、今後の学
習に向けて意欲を高めていきたい。 
学生の価値観やライフスタイルの変化に対応して、教職における大事な核となる考えを
伝えるとともに、働き方について見直すべき点は学生と一緒に考えていくことが大切であ
る。 
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